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May 12；富山． 
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部ウイルス学講義；2016 Jul 6；富山. 
8)  髙津聖志．インフラマソームの活性化を阻害する，天然物による自然免疫と炎症の調節．第 18 回免疫サマースクー
ル 2016；2016 Jul 13；函館． 
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13)  岡本直樹．土壌菌由来フニクロシン類緑体が自然免疫受容体 TLR4 を活性化するメカニズムの解明．Toyama Science 
GALA 2016；2016 Sep 30；富山． 
14)  渡邉康春．生薬甘草の成分は，内臓脂肪組織の炎症や線維化を抑制する．Toyama Science GALA 2016；2016 Sep 30；
富山． 
15)  髙津聖志．世界に羽ばたく「薬都とやま」の実現に向けて～製剤開発・創薬研究支援ラボ～．第 44 回研究会フォー
ラム富山「創薬」；2016 Oct 11；富山． 
16)  髙津聖志，長井良憲，岡本直樹．免疫難病の治療を目指した天然薬物シーズによる創薬開発．北陸技術交流テクノ
フェア 2016；2016 Oct 20-21；福井． 
17)  渡邉康春．メタボリック症候群の基盤病態である内臓脂肪組織の炎症・線維化機序の解析とそれを制御する天然物
の探索．第 9 回北陸合同バイオシンポジウム；2016 Nov 4；福井． 
18)  長井良憲．自然免疫の光と影～慢性炎症における自然免疫異常と天然薬物による制御～．第 9 回高サイトカイン血
症研究会講演会；2016 Nov 5；東京． 
19)  髙津聖志．くすりの富山と医薬品開発研究の新展開を求めて－免疫・炎症を制御する天然薬物の探索－．富山大学
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